令和７年度 座間市コミュニティバス利用実態等調査業務委託事業者選定委員会設置要領

（総則）

第１条　座間市コミュニティバス利用実態等調査業務に関する委託事業者の選定を、適正かつ公平に実施するために設置される、座間市コミュニティバス利用実態等調査業務委託事業者選定委員会（以下、「委員会」という。）について、必要な事項を定める。
（設置）

第2条 　プロポーザルにおいては、委託事業者を選定するため、庁内に委員会を設置する。

（所掌事項）
第３条　委員会は、座間市コミュニティバス利用実態等調査業務に関する提案をする者から、最も優れた提案を有する者を選定する。

（組織）

第４条　委員会は、委員長、副委員長及び委員をもって組織する。
２　委員長は、都市部長をもって充て、委員会の会務を総括する。
３　副委員長は、都市計画課長をもって充て、委員長を補佐し、委員長が委員会へ出席できない場合は、その職を代行する。
４　委員は、都市整備課長、公園緑政課長、道路課長、住宅政策担当課長をもって充てる。
５　副委員長又は委員が委員会へ出席できない場合は、代理人を選任することができる。
（会議）

第５条　委員会の会議は、委員長が召集する。

（事業者の選定）

第６条　委員会は、提出書類について、別に定める座間市コミュニティバス利用実態等調査業務委託に係るプロポーザル実施要領に基づき評価を行い、上位３位までの得点を取得した事業者に対して、ヒアリングを実施する。

２　委員会は、ヒアリングについて別に定める座間市コミュニティバス利用実態等調査業務委託に係るプロポーザル実施要領に基づき評価を行い、受託候補者を選定する。ただし、提案者すべての評価結果が最低基準を下回る場合は、受託候補者の選定は行わないものとする。
（庶務）
第７条　委員会の庶務は、都市計画課にて行う。
（実施細目）
第８条　この要綱に定めるもののほか、選定委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が委員会に諮って定める。
